
基本理念

基本方針

わたくしたちは公共的使命を自覚し心のこもった最高最良の医療を提供します

1. 患者さんの権利　個人情報を保護し　患者さんの立場に立った医療を行います

2. 十分な説明と同意による信頼関係のもとに　患者さんが満足できる医療を行います

3. 安心かつ安らぎが得られる質の高い医療をめざし　安全管理を徹底します

4. 常に研鑚して最高水準の医療知識・技術を習得し　あわせて温かい心を持つ医療人をめざします

5. 地域における役割を自覚し　地域の医療機関とともにその責務を果たします

6. 合理的かつ効率的な病院経営に努めます

7. 職員が誇りを持ち、安心して働ける職場環境をつくります
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内 科
肝 臓 内 科
血 液 内 科
感 染 症 内 科
心 療 内 科
精 神 科

呼 吸 器 内 科
消 化 器 内 科
循 環 器 内 科
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乳 腺 外 科
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肝 臓 外 科
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整 形 外 科
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脳 神 経 外 科
呼 吸 器 外 科
心臓血管外科

小 児 外 科
皮 膚 科
泌 尿 器 科
産 婦 人 科
眼 科
耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科
病 理 診 断 科
救 急 科
麻 酔 科
歯 科

ロボット手術は「ロボットが自動的に手術を行う」と
誤解されがちですが、実際には医師がロボットを操作
して行う手術です。ロボットが２台に増え、１日に２つ
のロボット支援下手術が行われる日が増えています。日
頃は全く触ることはできませんが、夏休み体験イベント
に乗じて操作することができました。３Dカメラで立体
的に見える！老眼でもすごくはっきり見える！すごい！こ
れを完璧に操作できる執刀医の先生方はもっとすご
い！中高生よりも楽しんだ自信があります。

ホームページ Facebook Instagram X

北九州市立医療センター 広報誌

95
vol.

北九州市立医療センター
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Kitakyushu Municipal Medical Center Communication Paper

ご自由に
お持ち
ください

生きるをささえる

低侵襲ロボット
治療センター開設

◎センター紹介
がん特集 ◎夏休み体験イベント

「集まれ近未来の外科医達！
ロボット手術体験」
◎News& Topics

肥満症の治療について

?まき一緒に働 ?
現在、当院ではメディカルアソシエイト（医師事務作業補助者）、診療情報管理士、診療報酬請求事務、がん登録など多くの事務職
が生き生きと活躍しています。医療現場で一緒に働きませんか？

せんか

メディカルアソシエイト（医師事務作業補助者） 診療情報管理士

診療報酬請求業務 がん登録業務

・医師の指示のもと、診断書や紹介状、処方せん、
各種保険の証明書などの文書の作成

・外来診療に同席し、医師の指示のもと、
診療内容を電子カルテに入力　など

・レセプト点検
・入院診療報酬計算
・患者さんへの説明
・未収金、査定対策

・カルテの内容確認・保管、退院サマリ管理、診療記録監査、
診療統計データの集計・資料作成

・DPCコーディング、様式1作成、
提出データ・各種統計資料作成

・クリニカルパス関連業務
　（委員会庶務、データ分析、臨床指標データ作成等）

・がんの診断、治療、経過などに関する
情報の調査・収集、管理、統計・解析

・全国集計（全国がん登録）への届出

※診療情報管理士資格者

※がん登録実務（初級または中級）認定者

北九州市立医療センター 採用詳しくは

未経験者可
資格不要

専門学生さんの応募を
お待ちしています。

低侵襲ロボット治療センターメンバーのみなさん



北九州市立医療センター  広報誌「輪」 vol.952 北九州市立医療センター  広報誌「輪」 vol.95 1

　

北
九
州
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
8
月

よ
り「
低
侵
襲
ロ
ボ
ッ
ト
治
療
セ
ン
タ
ー
」を
開

設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
開
腹

手
術
と
比
べ
て
、
体
へ
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と

が
可
能
な
内
視
鏡
手
術
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
腹

腔
鏡
手
術（
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
）を
低
侵
襲

手
術
と
呼
び
ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
よ

る
治
療
成
績
の
向
上
や
安
全
性
は
世
界
中
で

報
告
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
で
も
保
険
診
療

と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
2
0
1
9
年
9
月
に
ダ
ヴ
ィ
ン
チ

（
d
a 

V
i
n
c
i 

X
i
）を
導
入
後
、

前
立
腺
が
ん
に
対
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を

開
始
し
、腎
が
ん
に
対
す
る
腎
部
分
切
除
術
、

膀
胱
が
ん
に
対
す
る
膀
胱
全
摘
除
術
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
初
、
泌
尿
器
科
領
域

か
ら
始
ま
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
、
外
科

領
域
の
食
道
、
胃
、
大
腸
、
膵
臓
、
肝
臓
な

ど
の
消
化
器
が
ん
、
呼
吸
器
外
科
領
域
の
肺

が
ん
、
婦
人
科
領
域
の
子
宮
体
が
ん
な
ど
各

領
域
へ
と
広
ま
り
、
2
0
2
3
年
度
に
は

2
4
2
件
の
治
療
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
多
く
の
医
療
機
関
か
ら
治
療
の
ご

依
頼
を
い
た
だ
き
、
各
領
域
の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
治
療
ま
で

の
待
ち
時
間
が
長
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
今
年

7
月
に
2
台
目
の
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
導
入
し
ま
し

た
。
低
侵
襲
ロ
ボ
ッ
ト
治
療
セ
ン
タ
ー
で
は
各

領
域
で
計
6
名
の
認
定
指
導
医
が
在
籍
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
全
で
確
実
な
治

療
を
一
日
で
も
早
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」2
台
目
導
入

安
全
で
確
実
な
治
療
を
、

　
よ
り
早
く
提
供
可
能
に
！

がん特集

　

低
侵
襲
ロ
ボ
ッ
ト

治
療
セ
ン
タ
ー
開
設

知っておきたい「がん」のおはなし

低侵襲ロボット治療センター長
泌尿器科 主任部長
たつ    がみ       かつ　のり

立神 勝則

センター
紹介

立神 勝則

P R O F I L E

専門医等 ・日本泌尿器科学会専門医・指導医
・日本泌尿器科学会日本泌尿器内視鏡学会
　腹腔鏡技術認定医
・日本泌尿器内視鏡学会泌尿器ロボット
　支援手術プロクター認定医
・臨床研修指導医

学会関係 ・日本泌尿器科学会
・日本泌尿器内視鏡学会
・日本泌尿器腫瘍学会
・日本癌治療学会
・日本ロボット外科学会

　私とロボット支援手術とのかかわりは、2009年にわが国で初めて先進医療としてロボット支援前立
腺摘除術を開始したことです。当時は数名しかいなかった術者も、今では各領域で標準術式として広
まり、多くの医師がロボット支援手術を行えるようになりました。日々進歩する医療技術の導入によって、
患者さんはもとより医療者も多くの恩恵を受けることができるようになったと感じています。
　今後も先端医療を取り入れ、より高度な医療を提供できるように取り組んでいきます。
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がん特集

低侵襲ロボット
治療センター知っておきたい「がん」のおはなし

　

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は
最
も
低
侵
襲
な
ア
プ
ロ
ー
チ

方
法
で
あ
り
、
食
道
が
ん
手
術
や
難
易
度
の
高

い
胃
が
ん
手
術
に
向
い
て
い
ま
す
。
そ
の
利
点
を

生
か
し
て
合
併
症
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

　

外
科
医
に
と
っ
て
、
手
術
を
受
け
ら
れ
た
患

者
さ
ん
が
笑
顔
で
退
院
す
る
瞬
間
が
何
よ
り
の

ご
褒
美
で
す
。
治
療
に
対
す
る
不
安
が
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

赤
川 
進

あ
か 

が
わ

し
ん

外
科
主
任
部
長

・
日
本
外
科
学
会
専
門
医
・
指
導
医

・
日
本
消
化
器
外
科
学
会
専
門
医
・
指
導
医

・
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
技
術
認
定
医
・
評
議
員

・
日
本
食
道
学
会 

食
道
外
科
専
門
医

・
日
本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
が
ん
治
療
認
定
医

・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
サ
ー
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
術
者
資
格
認
定

・
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
認
定
プ
ロ
ク
タ
ー（
消
化
器
・
一
般
外
科
）

・
日
本
食
道
学
会 

食
道
外
科
専
門
医
・
評
議
員

●
専
門
医
等

食
道
・
胃
領
域

　

大
腸
骨
盤
外
科
主
任
部
長
の
永
井
で
す
。ロ

ボ
ッ
ト
手
術
の
プ
ロ
ク
タ
ー（
指
導
医
）資
格
を

持
っ
て
お
り
、
1
0
0
例
以
上
の
経
験
が
あ
り
ま

す
。ロ
ボ
ッ
ト
の
特
徴
を
活
か
し
た
精
緻
な
手
術

で
、
機
能
温
存
・
が
ん
の
根
治
を
可
能
に
す
る

手
術
が
で
き
る
よ
う
に
日
々
全
力
で
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

最
新
の
機
器
・
技
術
で
、が
ん
の
根
治
を
一
緒

に
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

永
井 

俊
太
郎

な
が   

い

し
ゅ
ん  

た   

ろ
う

外
科
主
任
部
長

・
日
本
外
科
学
会
専
門
医
・
指
導
医

・
日
本
消
化
器
外
科
学
会
専
門
医
・
指
導
医

・
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
技
術
認
定
医

・
日
本
消
化
器
外
科
学
会 

消
化
器
が
ん
外
科
治
療
認
定
医

・
日
本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
が
ん
治
療
認
定
医

・
日
本
大
腸
肛
門
病
学
会
専
門
医

・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
サ
ー
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
術
者
資
格
認
定

・
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
認
定
プ
ロ
ク
タ
ー（
大
腸
）

・
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
外
科
学
会Rob D

oc certificate

（
国
内
B
）

●
専
門
医
等

大
腸
領
域

　

肝
胆
膵
領
域
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
小
薗
真

吾
で
す
。
日
本
有
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
数
を
誇
る

東
京
医
科
大
学
病
院
で
長
年
修
練
し
、ロ
ボ
ッ

ト
支
援
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
お
よ
び
膵
体
尾

部
切
除
の
プ
ロ
ク
タ
ー（
指
導
医
）資
格
を
取
得

し
て
お
り
ま
す
。
体
に
負
担
の
少
な
い
最
先
端
の

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

肝
臓
・
胆
の
う
・
膵
臓
の
病
気
で
手
術
が

必
要
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小
薗 

真
吾

こ   

ぞ
の

し
ん  

ご

外
科
部
長

・
日
本
外
科
学
会
専
門
医
・
指
導
医

・
日
本
消
化
器
外
科
学
会
専
門
医
・
指
導
医

・
日
本
消
化
器
外
科
学
会
消
化
器
が
ん
外
科
治
療
認
定
医

・
日
本
肝
胆
膵
外
科
学
会
高
度
技
能
専
門
医

・
日
本
内
視
鏡
外
科
学
会
技
術
認
定
医

・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
サ
ー
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
術
者
資
格
認
定

・
日
本
肝
胆
膵
外
科
学
会
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
膵
頭
十
二
指
腸
切
除
プ
ロ
ク
タ
ー

・
日
本
肝
胆
膵
外
科
学
会
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
膵
体
尾
部
切
除
プ
ロ
ク
タ
ー

●
専
門
医
等

肝
胆
膵
領
域

上
妻 

由
佳

こ
う  

づ
ま

ゆ   

か

呼
吸
器
領
域

　

2
0
1
9
年
１１
月
に
当
院
初
症
例
を
執
刀

し
て
以
来
、
技
術
の
研
鑽
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
手
術
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
前
後
の
治

療
上
の
決
定
、
術
前
・
術
後
の
説
明
に
つ
い
て

は
特
に
丁
寧
に
時
間
を
か
け
て
お
話
し
で
き
る

よ
う
、
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
手
術
技
能
の
向
上
を
怠
る
こ
と
な

く
、よ
り
安
全
・
安
心
な
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
、努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

大
坪 

智
志

お
お 

つ
ぼ

さ
と   

し

泌
尿
器
科
部
長

・
日
本
泌
尿
器
科
学
会
専
門
医
・
指
導
医

・
日
本
泌
尿
器
科
学
会
日
本
泌
尿
器
内
視
鏡
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
会

　腹
腔
鏡
技
術
認
定
医

・
日
本
泌
尿
器
内
視
鏡
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
会
認
定

　泌
尿
器
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
プ
ロ
ク
タ
ー

　（
膀
胱
・
前
立
腺
、
副
腎
・
腎（
尿
管
））

●
専
門
医
等

泌
尿
器
領
域

　

産
婦
人
科
主
任
部
長
の
兼
城
で
す
。

　

産
婦
人
科
で
は
子
宮
良
性
腫
瘍（
子
宮
筋

腫
、
子
宮
腺
筋
症
な
ど
）と
、
初
期
子
宮
体
が

ん
が
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
対
象
で
す
。
術
後

5
日
で
退
院
出
来
、
術
後
の
生
活
・
運
動
の

制
限
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
患
者
さ
ん
か
ら
も
非

常
に
好
評
で
す
。

　

大
き
な
子
宮
筋
腫
も
対
象
に
し
て
お
り
、
他

院
で
難
し
い
と
言
わ
れ
た
症
例
も
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

兼
城 

英
輔

か
ね 

き

え
い   

す
け

産
婦
人
科
主
任
部
長

・
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
専
門
医
・
指
導
医

・
日
本
婦
人
科
腫
瘍
学
会
婦
人
科
腫
瘍
専
門
医
・
指
導
医

・
日
本
産
科
婦
人
科
内
視
鏡
学
会
技
術
認
定
医

・
日
本
臨
床
細
胞
学
会
細
胞
診
専
門
医

・
日
本
が
ん
治
療
認
定
医
機
構
が
ん
治
療
認
定
医

・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
サ
ー
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
術
者
資
格
認
定

●
専
門
医
等

婦
人
科
領
域

　

呼
吸
器
外
科
領
域
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

下
手
術
は
こ
の
数
年
で
適
応
疾
患
、
術
式
と

も
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
当
科
で
は
2
0
2
2

年
よ
り
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
下
手
術
を
導
入
し
ま
し

た
。ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
経
験
を
十
分
に
有
す
る
ス

タ
ッ
フ
の
元
、
症
例
数
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、

安
全
で
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
良
い
手
術
と

な
る
よ
う
に
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

呼
吸
器
外
科
部
長

・
日
本
外
科
学
会
専
門
医

・
日
本
呼
吸
器
外
科
学
会
専
門
医

・
日
本
呼
吸
器
外
科
学
会

　
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
認
定
プ
ロ
ク
タ
ー（
呼
吸
器
）

・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
サ
ー
ジ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
術
者
資
格
認
定

●
専
門
医
等
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　8月24日（土）に夏休み体験イベント「集まれ近未来の外科医達！ロボット手術体験」を開催し、中学生・高校生の30名
が参加しました。
　まず初めに中西理事長による「最新医学でがんを治す」と題した、がん治療や最新鋭手術ロボットについての特別講演
が行われました。
　そして、夏休み体験イベントスタート！
　前半は肺がん・胃がん・膵臓がんの3チームに分かれ、放射線・検査・ダヴィンチによる手術を通して、がんの診断か
ら治療までの流れを体験いただきました。
　後半では、実際にダヴィンチの操作体験や電気メス・縫合・エコー・顕微鏡体験を行いました。ダヴィンチ操作体験では、
剣山に点数を設け、ゴムを剣山に掛けていくゲームに挑戦しました。皆さん初めてとは思えないダヴィンチ操作で、軽々と
ゴムを掛けていき、高得点を連発していました。ダヴィンチ実機による体験がとても楽しかったようです。
　参加者からは「想像を超えた内容で楽しく、感動した」「医師になりたいと思いが強くなった」「医療をより身近に感じる
ことができ、興味も一層高まった」と多くの声が寄せられました。保護者からも「親も勉強になった」「普段絶対に体験でき
ないことを子供に経験させることができた」「またイベントをしてほしい」と感想があり、大変好評でした。短い時間でした
が、とても素敵な笑顔でいきいきとお仕事体験に取り組んでいる姿が印象的でした。
　将来、皆さんと一緒に働けることを、心から楽しみにしています。

夏休み イ トベン体験休み イ トベン体験
を開催しました!

集ま
れ近
未来
の外
科医
達！

ロボ
ット
手術
体験

｜体験
｜

ダヴィン
チ

夏

｜体験
｜

検 査

｜体験
｜

顕微鏡

｜体験
｜

電気メス

｜体験
｜

縫 合

｜体験
｜

放射線

｜体験
｜

エコー
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　12月2日（月）から現行の健康保険証の新規ならびに再発行が廃止になりますので、マイナ保険証
をご利用ください。今回の廃止に伴い、当院もマイナ保険証カードリーダーを増設いたします。マイナ
保険証を使用して、患者さんが診療情報、薬剤情報、特定健診情報の閲覧に同意された場合、主治
医が電子カルテにて、それらの情報の閲覧が可能となり、診療を行うことができますので、再来受付
機で受付した後、横に設置していますマイナ保険証カードリーダーをご利用ください。

病院の か 方か り

肥満症の治療について

News & Topics　

　

当
院
は
、
2
0
2
4
年
1
月
よ
り
日
本
肥

満
学
会
認
定
肥
満
症
専
門
病
院
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
肥
満
症
専
門
医
と
肥
満
症
生
活

習
慣
改
善
指
導
士
が
在
籍
し
て
お
り
、「
肥
満

症
」に
対
す
る
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
肥
満
」は
、
体
の
脂
肪
組
織
に
脂
肪
が
蓄

積
し
た
状
態
で
す
。

　
「
肥
満
症
」は
、「
肥
満
」の
状
態
で
、「
肥

満
」が
原
因
と
な
る
下
記
の
よ
う
な*

健
康
障

害
を
合
併
し
た
疾
患
で
あ
り
、
医
学
的
に
減

量
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
肥
満
症
」の
治
療
に
は
、
食
事
療
法
、
運

動
療
法
、
行
動
療
法
、
薬
物
療
法
、
外
科
療

法
が
あ
り
ま
す
。

　

行
動
療
法
に
は
、
食
習
慣
を
把
握
す
る
た

め
の「
食
行
動
質
問
表
」や
、
毎
日
４
回（
起

床
時
、
朝
食
後
、
夕
食
後
、
就
寝
前
）の
体
重

を
測
定
し
、
セ
ル
フ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る「
グ

ラ
フ
化
体
重
日
記
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
療
法
で
は
、
2
0
2
4
年
2
月
に
、

日
本
で
は
約
30
年
ぶ
り
と
な
る
肥
満
治
療
薬

と
し
て
セ
マ
グ
ル
チ
ド（
商
品
名
ウ
ゴ
ー
ビ
®）

が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
セ
マ
グ
ル
チ
ド
は
、

G
L
P-

１
受
容
体
作
動
薬
で
あ
り
、
中
枢

神
経
の
食
欲
を
調
整
す
る
部
位
に
働
き
、
食

欲
を
低
下
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
で
減
量
効
果
を
示
し
ま
す
。
当

科
で
は
、
適
正
使
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守

し
、
ウ
ゴ
ー
ビ
®に
よ
る
肥
満
症
の
治
療
を

行
っ
て
い
ま
す

　

肥
満
・
肥
満
症
の
方
は
、
他
人
か
ら
食
事

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
な
ど
自
己
管
理

能
力
が
な
い
と
思
わ
れ
た
り
、
自
分
も
肥
満

症
は
自
己
責
任
の
病
気
だ
か
ら
病
院
で
治
療

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
偏
見
や
差
別
を
、

肥
満
症
の
ス
テ
ィ
グ
マ
と
言
い
ま
す
。

　

肥
満
・
肥
満
症
の
原
因
は
生
活
習
慣
だ

け
で
は
な
く
、
遺
伝
的
な
要
因
が
大
き
く
関

■肥満症治療方針

内分泌代謝・糖尿病内科
主任部長
肥満症専門医

足立 雅広
あ   だち まさ  ひろ

与
し
、
ま
た
社
会
的
な
要
因
も
関
与
し
て
お

り
、
決
し
て
自
己
責
任
に
よ
る
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
周
り
の
人
や
自
分
自
身
が
、
ス

テ
ィ
グ
マ
を
排
除
し
、
肥
満
症
は
、
他
の
病
気

と
同
じ
よ
う
に
治
療
が
必
要
な
病
気
だ
と
考

え
直
し
て
、
前
向
き
に
治
療
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

肥
満
症
の
検
査
、
治
療
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
、
当
院
の
肥
満
症
外
来
へ
の
受
診
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

＊肥満に関連する健康障害
耐糖能障害（2型糖尿病・耐糖能異常など）
脂質異常症
高血圧
高尿酸血症・痛風
冠動脈疾患
脳梗塞
非アルコール性脂肪性肝疾患
月経異常・不妊
閉塞性睡眠時無呼吸症候群・肥満低換気症候群
運動器疾患
肥満関連腎臓

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

肥満症

現体重の3％以上の減量目標を設定

運動療法の導入

目標未達成

目標未達成

食事療法による減量を
優先し、適切な範囲の
運動療法を選択する肥満症治療食の強化

薬物療法の導入
（健康障害≧2）

薬物療法の導入 外科療法

目標達成 目標達成

3～6ヵ月を目安に各治療成果を評価

目標の再評価
・

治療の継続
目標の再評価

・
治療の継続

経時的な体重・ウエスト周囲長の計測および合併する健康障害の評価

行動療法
肥満症治療食

25kcal/kg×目標体重/日以下

運動療法の導入

肥満症治療食
20～25kcal/kg×目標体重/日以下

肥満症治療食の強化
（超低エネルギー食の導入も含む）

高度肥満症

現体重の5～10％の減量目標を設定
（合併する健康障害に応じて減量目標を設定）

（ ）

ご不明な点がございましたら、医事係までお問い合わせください

　１２月２日より①マイナ保険証カードリーダー、②マイナ保険証レーン、③マイナ＆コンシェルジュアプリ
窓口を設置します。

ご 利 用 方 法
１．再来受付機で受付した後、①マイナ保険証カードリーダーでマイナ保険証を毎回ご登録ください。
２．診察等終了後は、②マイナ保険証レーンにお並びください。マイナ保険証窓口にて案内後、自動精算機
　  でお支払いいただきます。
※何かご不明な点等ございましたら、③マイナ＆コンシェルジュアプリ窓口にてお問い合わせください。

お 知 ら せ

・各種医療証（子ども医療・障がい医療等）は、マイナ保険証では確認できません。
　すべてご持参ください。
・マイナ保険証がない方は、引き続き保険証を利用できます。

注 意 点

●本館1階フロア図

■ マイナ保険証カードリーダー増設箇所

再来受付機マイナ＆コンシェルジュアプリ窓口

らくらく
会計

会計3番計算窓口

5番会計窓口

1
番
初
診
受
付

自
動
精
算
機

マイナ保険証カードリーダー

マイナンバーカードの保険証について（マイナ保険証）

②
マ
イ
ナ
保
険
証
レ
ー
ン

健

康

保

険

証
レ
ー
ン

① ① ①③

マイナ保険証窓口 健康保険証
窓口
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連携病院のご紹介

　
小
倉
駅
か
ら
約
2.5
㎞
の
官
庁
街
に
位
置
し
、

高
齢
化
の
進
む
地
域
に
対
応
す
る
べ
く
、高
齢

者
に
対
す
る
急
性
期
医
療
に
力
を
入
れ
、地

域
で
最
も
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
い

ま
す
。地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
は
急
性
期
を
経

過
し
た
患
者
さ
ん
の
日
常
生
活
へ
の
復
帰
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。内
科
系
で
は
リ
ウ
マ
チ

科
、消
化
器
・
肝
臓
内
科
、血
液
内
科
が
充
実

し
、ま
た
老
年
内
科
で
は
老
年
症
候
群
や
フ
レ

イ
ル
、サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
対
し
、多
職
種
が
連

携
し
て
日
常
生
活
動
作
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。外
科
系
で
は
消
化
器
が
ん
、肺
が
ん
、

泌
尿
器
が
ん
、乳
が
ん
に
対
す
る
低
侵
襲
の
手

術
や
化
学
療
法
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。整
形
外
科
で
は
人
工
関
節
手
術
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
の
入
院
診
療
は
一
般
急
性
期
病
棟

1
2
7
床
と
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
1
3
2
床

で
運
用
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
入
院
後
は

一
般
病
棟
で
の
急
性
期
か
ら
、地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
含
め
た
回
復
期
ま
で
、

同
じ
病
院
、同
じ
主
治
医
で
診
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、高
齢
者
に
と
っ
て
優
し
い
環
境

を
整
え
て
い
ま
す
。ま
た
、救
急
車
も
積
極
的

に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
職
員
一
同
、安
全
と
温
か
み
の
あ
る

最
良
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
心
が
け
、

地
域
で
最
も
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

当
院
に
つ
い
て

地
域
の
方
、患
者
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

北九州市小倉北区金田1丁目3番1号　TEL：093-571-1031

Cooperation Hospital

新小倉病院

初診受付時間：8時30分～11時30分（月～金曜日）
※診療時間は診療科によって異なります。
※詳しくは新小倉病院ホームページまたはお電話にてお問い合わせください。

診療科目

国家公務員共済組合連合会

　血尿や蛋白尿、腎機能障害等でお困りの方、
排尿困難や頻尿、排尿痛等でお困りの方はお
気軽にご相談ください。私たちは、患者さんのプ
ライバシーを尊重し、明るくオープンな受付や
待合室を提供しています。夜間透析も行ってお
り、働く方々にも安心して通院透析いただける
環境を整えております。お身体の健康を心から
お祈りしております。

地域の方へ、患者さんへのメッセージ
　2024年４月より腎臓内科専門医が加わり、
腎臓内科、人工透析、泌尿器科の専門クリニッ
クとなりました。蛋白尿、下肢浮腫、慢性腎臓病
などの腎臓内科疾患から、排尿痛、頻尿、尿路
結石、前立腺肥大症、前立腺癌などの泌尿器科
疾患まで幅広く診療を行っております。また、透
析ベッド数46床あり、140名前後の血液透析
治療を行っております。透析の通院でお困りの
方には送迎サービスも提供しております。

当院について

北九州市小倉北区馬借3-3-34
TEL：093-551-9900

腎臓内科
泌尿器科
人工透析内科
内科

診療科目

副院長 医師川井 康弘
かわ  い やす  ひろ

診療時間

月
●
●

火
●
●

水
●
●

木
●
－

金
●
●

土
●
－

日
－
－

9:00～12:30
14:00～18:00
休診日：木曜日午後、土曜日午後、日曜日、祝日

登録
医のご

紹介

診療時間

院長 医師塚本 浩
つか  もと ひろし

救急救命士再研修を開催しました
I N F O R M A T I O Nかわい腎臓内科・泌尿器科クリニック

総合内科、消化器・肝臓内科、循環器内
科（SAS外来）、血液内科、リウマチ科、
脳神経内科、呼吸器センター（内科・外
科）、糖尿病内科、老年内科（高齢者総合
内科）、外科、整形外科、眼科、婦人科、泌
尿器科（ハルンケア外来・ED外来）、歯科
口腔外科、放射線科、リハビリテーション
科、麻酔科、健康管理センター

　
10
月
31
日（
木
）に
北
九
州
市
立
医
療

セ
ン
タ
ー
令
和
6
年
度
第
1
回
救
急
救

命
士
再
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
救
急
救
命
士
は
救
急
救
命
処
置
に
お

け
る
質
の
確
保
と
、
さ
ら
な
る
質
の
向
上

の
た
め
、
国
が
規
定
す
る
一
手
の
実
習
や

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
、
当
院
で
は
救
急
隊
と
の
連
携
強
化

の
た
め
、
救
急
救
命
士

再
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
、

北
九
州
市
・
中
間
市
・

京
築
広
域
圏
の
地
域
か

ら
救
急
救
命
士
が
参
加

し
、
西
原
副
院
長
、
鍋
田

救
急
部
長
が
、
搬
送
症
例

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、「
医
師
と
直

接
詳
し
く
話
す
機
会
も
中
々
な
い
の
で
、
大

変
有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
」等
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
12
月
・

2
月
に
研
修
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
充
実

に
努
め
、
少
し
で
も
実
践
に
繋
が
る
よ
う

に
研
修
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

12月8日（日）に市民公開講座を開催します

令和6年12月8日（日）

「放っておくと怖い難聴の話」
講師　耳鼻咽喉科部長　小池　健輔

講演 １

「認知症を知ろう」
講師　認知症看護認定看護師　佐藤　弥生

講演 2

「予防したのに…冬に流行る感染症」
講師　感染管理認定看護師　谷岡　直子

講演 3

●時　間　14：00～ 15：30（開場 13：30）
●場　所　総合保健福祉センター（アシスト21） 2階講堂
　　　　　北九州市小倉北区馬借一丁目7番1号

市民公開講座
ホームページは
←こちら

　当院では、身近な病気や健康を維持するための役立つ情報について、分かりやすく講演する
市民公開講座を開催しています。

皆さまのご来場を
心よりお待ちしております

入場無料・
申込不要

西原副院長（左）と
鍋田救急部長（右）▶




